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ユ
ー
口
円
市
場
の
展
開
と
間
題
点

　
　
　
－
金
融
国
際
化
に
お
け
る
規
制
緩
和
と
取
引
コ
ス
ト
ー

は
じ
め
に

　
本
論
文
の
目
的
は
、
海
外
に
お
い
て
存
在
す
る
日
本
の
円
通
貨
、

す
な
わ
ち
、
「
ユ
ー
口
円
」
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
議
論
を
取
り

上
げ
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ユ
ー
口
円
取
引
の
市
場
が
ど
の

よ
う
な
か
た
ち
で
、
か
つ
、
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
り
発
展
し
て

き
た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。

・
ユ
ー
口
円
市
場
の
規
模
を
長
期
的
に
観
て
み
る
と
、
B
I
S

（
国
際
決
済
銀
行
）
に
よ
る
統
計
的
把
握
が
姶
め
ら
れ
た
昭
和
五

二
年
九
月
末
に
お
け
る
ユ
ー
口
円
市
場
の
規
模
（
狭
義
の
規
模
で

あ
っ
て
、
ユ
ー
口
市
場
に
所
在
す
る
銀
行
の
円
建
て
対
外
債
務
残

高
）
は
、
僅
か
二
七
億
ド
ル
で
あ
り
、
ユ
ー
口
・
カ
レ
ン
シ
ー
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
　
　
浅
　
　
由
　
　
一

場
に
占
め
る
シ
ェ
ア
も
○
・
六
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

昭
和
六
〇
年
後
半
ま
で
約
二
％
台
の
シ
ェ
ァ
を
推
移
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
六
一
年
二
一
月
末
に
お
け
る
ユ
ー
口
円
市

場
の
規
模
は
八
ニ
ハ
億
ド
ル
と
な
り
、
シ
ェ
ァ
も
四
％
ま
で
上
昇

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
B
I
S
統
計
か
ら
判
断
す
る

隈
り
、
ユ
ー
口
円
市
場
は
明
ら
か
に
拡
大
基
調
に
あ
る
と
言
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ユ
ー
口
・
カ
レ
ン
シ
ー
市
場
全
体
の
規
模
は
、

一
九
六
〇
年
代
及
ぴ
一
九
七
〇
年
代
を
通
じ
て
順
調
な
拡
大
を
続

け
て
き
た
と
言
え
る
。
残
高
を
観
て
み
る
と
、
一
九
六
五
年
末
に

＊
　
本
稿
の
作
成
過
程
に
お
い
て
、
寺
西
重
郎
教
授
・
江
口
英
一
教
授
、

　
翁
　
邦
雄
筑
波
大
挙
助
教
授
、
三
井
清
氏
か
ら
有
益
な
功
言
を
い
た

　
だ
い
た
。
感
謝
し
ま
す
。
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（119）　ユー回円市場の展開と問題点

お
い
て
一
四
二
億
ド
ル
（
前
年
比
伸
ぴ
率
ニ
ハ
・
四
％
）
、
一
九

七
〇
年
末
で
七
五
三
億
ド
ル
（
五
年
間
の
年
平
均
伸
ぴ
率
三
九
・

六
％
）
、
一
九
七
五
年
末
で
三
、
四
七
五
億
ド
ル
（
同
、
三
五
・

八
％
）
、
一
九
八
○
年
末
で
一
〇
、
五
六
六
億
ド
ル
（
同
、
二
四
・

九
％
）
と
い
う
具
合
い
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

数
量
的
な
成
長
は
一
九
八
O
年
代
に
入
る
と
、
若
千
の
趨
勢
の
鈍

化
が
生
じ
て
い
る
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
榊
原
英
費

（
六
）
）
。

　
ユ
ー
口
円
市
場
の
展
開
は
、
わ
が
国
の
金
融
国
際
化
あ
る
い
は

円
の
国
際
化
の
一
環
と
し
て
、
い
わ
ぱ
国
際
化
に
伴
う
必
然
的
現

象
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

』
胃
o
目
峯
争
彗
蜆
（
二
一
）
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ユ
ー
口
・

カ
レ
ン
シ
ー
市
場
の
発
展
の
基
本
的
理
由
は
国
内
国
外
の
取
引
コ

ス
ト
の
差
異
に
あ
る
。
ユ
ー
口
円
も
ユ
ー
口
・
カ
レ
ン
シ
ー
の
一

形
態
で
あ
る
以
上
、
取
引
コ
ス
ト
が
そ
の
発
生
、
拡
大
の
基
本
的

要
因
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
こ
う
し
た
取
引

コ
ス
ト
の
観
点
か
ら
ユ
ー
口
円
市
場
の
展
開
を
捉
え
、
そ
の
基
本

的
性
格
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
と
考
え
る
。

　
論
文
の
構
成
は
以
下
に
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
章
で
は

ユ
ー
口
円
の
定
義
を
明
ら
か
に
し
た
後
、
そ
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
見
て
お
く
。
そ
し
て
、
第
二
章
で
は
ユ
ー
口
円
市
場
の
拡
大
が

な
ぜ
生
じ
た
か
に
つ
い
て
の
既
存
の
議
論
を
整
理
し
・
そ
れ
ら
の

問
題
点
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
章
に
お
い
て
は
、
ユ

ー
口
円
の
拡
大
を
説
明
す
る
重
要
な
事
実
と
し
て
居
住
者
及
ぴ
非

居
住
者
の
ユ
ー
口
円
取
引
に
対
す
る
一
連
の
規
制
緩
和
措
置
の
経

緯
を
概
観
す
る
。
こ
れ
ら
の
考
察
を
通
じ
て
ユ
ー
口
円
市
場
の
拡

大
は
居
住
者
及
び
非
居
住
者
の
取
引
費
用
の
大
き
さ
に
か
か
わ
っ

て
い
る
と
い
う
、
わ
れ
わ
れ
の
基
本
的
主
張
が
導
か
れ
る
。
最
後

に
、
実
際
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
こ
の
取
引
費
用
の
大
き
さ
が
ど

の
程
度
変
化
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
簡
便
な
手
法
を
利
用
し

た
実
証
分
析
を
試
み
、
一
つ
の
暫
定
的
な
結
論
を
導
く
こ
と
に
す

る
o　

ち
な
み
に
、
ユ
ー
口
円
市
場
の
拡
大
か
ら
派
生
す
る
問
題
と
し

て
、
日
本
国
内
の
金
融
市
場
に
与
え
る
影
響
、
と
り
わ
け
金
融
政

策
の
有
効
性
に
及
ぼ
す
イ
ン
パ
ク
ト
は
明
ら
か
に
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
論
文
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
↓

こ
と
と
し
、
将
来
の
課
題
と
し
て
残
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
第
一
章
ユ
ー
口
円
の
定
義
及
ぴ
そ
の
源
泉

　
自
国
以
外
の
金
融
市
場
で
取
引
さ
れ
て
い
る
自
国
の
通
貨
を
ユ
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ー
口
通
貨
と
い
う
。
従
っ
て
、
「
ユ
ー
口
円
」
と
は
、
日
本
国
外

に
所
在
す
る
円
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
邦
銀
の
海
外
支
店
及
び
外
国

銀
行
に
預
け
ら
れ
た
円
建
て
預
金
（
”
ユ
ー
口
円
預
金
）
と
定
義

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
榊
原
英
資
（
六
）
に
よ
れ
ぱ
、
ユ
ー
口
市
場
は
一
九
五
〇
年
代

後
半
の
米
ソ
関
係
の
冷
却
化
に
伴
う
ド
ル
預
金
の
自
ー
ロ
ヅ
パ
の

銀
行
へ
の
シ
フ
ト
に
始
ま
る
。
こ
の
時
、
圭
と
し
て
東
欧
圏
の
銀

行
が
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ド
ル
資
金
の
押
収
を
お
そ
れ
て
、
ア
メ

リ
カ
所
在
の
銀
行
か
ら
そ
の
資
金
を
ド
ル
の
ま
ま
で
ロ
ン
ド
ン
の

銀
行
に
移
し
政
治
的
リ
ス
ク
を
回
避
し
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
、

取
引
の
場
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
銀
行
に
広
が
り
、
取
引
通
貨
も

マ
ル
ク
・
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
・
ポ
ン
ド
等
に
拡
大
し
た
と
さ
れ
る
。

　
こ
の
ユ
ー
口
市
場
に
は
、
預
金
・
貸
出
の
形
式
を
と
る
「
ユ
ー

口
・
カ
レ
ン
シ
ー
市
場
」
と
、
債
券
の
形
式
を
と
る
「
ユ
ー
回
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

ボ
ン
ド
市
場
」
と
が
あ
る
。
ユ
ー
口
円
に
関
す
る
B
I
S
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
〕

．
統
計
的
把
握
は
、
昭
和
五
二
年
九
月
か
ら
で
あ
る
。

　
ユ
ー
口
通
貨
の
も
つ
犬
き
な
特
徴
は
、
本
国
の
通
貨
当
局
の
規

制
（
預
金
準
備
・
金
利
規
制
・
源
泉
課
税
な
ど
）
の
範
囲
外
に
あ

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
、
国
内
に
お
け

る
円
と
は
異
な
る
「
ユ
ー
口
円
」
が
ど
の
よ
う
に
創
出
さ
れ
る
の

か
を
最
初
に
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ユ
ー
口
円
の
創
出
ル
ー
ト
を
理
解
す
る
場
合
に
、
理
論
的
な
視

点
か
ら
分
類
す
る
方
法
と
、
具
体
的
な
創
出
ル
ー
ト
を
列
挙
し
て

い
く
こ
と
に
よ
っ
て
分
け
て
み
る
方
法
と
が
あ
る
。
ま
ず
、
理
論

的
に
考
え
た
揚
合
に
は
、
ユ
ー
口
円
は
次
の
三
つ
の
ル
ー
ト
を
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

じ
て
創
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

①
　
居
住
者
・
非
居
住
者
の
国
内
円
預
金
が
海
外
に
移
さ
れ
る
、

　
す
な
わ
ち
、
振
り
替
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
。
（
た
だ
し
、
居
佳
者

　
の
取
引
に
つ
い
て
は
規
制
さ
れ
て
い
る
。
）

②
一
外
貨
が
円
に
転
換
さ
れ
て
、
ユ
ー
口
・
バ
ン
ク
に
円
預
金
が

　
発
生
す
る
ケ
ー
ス
。
外
貨
の
円
転
、
外
貨
預
金
か
ら
の
振
り
替

　
わ
り
が
生
じ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
ユ
ー
口
・
バ
ン
ク

　
と
は
、
主
要
銀
行
の
ユ
ー
口
市
場
に
あ
る
支
店
、
現
地
法
人
、

　
合
併
銀
行
。
主
要
証
券
会
社
の
銀
行
業
を
営
む
法
人
の
こ
と
で

　
あ
る
。

⑧
　
ユ
ー
口
・
パ
ン
ク
に
よ
る
信
用
創
造
。
つ
ま
り
、
ユ
ー
口
円

　
を
原
資
と
す
る
貸
付
の
一
部
が
ユ
ー
口
円
預
金
と
し
て
と
ど
ま

　
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

　
以
上
に
お
い
て
述
べ
た
分
類
は
、
内
田
真
人
・
露
口
洋
介
（
一
）
、

鈴
木
淑
夫
（
七
）
、
棟
近
み
ど
り
（
二
）
に
共
通
に
見
ら
れ
る

幽



（i21）　ユー口円市場の展開と間題点

も
の
で
あ
り
、
ユ
ー
口
円
創
出
ル
ー
ト
に
関
す
る
認
識
と
し
て
一

般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
こ
れ
ら
三
つ
の
ル
ー
ト
の
相
対
的
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
一
般

に
①
及
び
②
が
重
要
で
あ
っ
て
、
③
の
ル
ー
ト
に
よ
る
ユ
ー
口
円

創
出
は
隈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
内

田
・
露
口
（
一
）
等
）
。
そ
の
理
由
付
け
と
し
て
は
、
ユ
ー
口
円

預
金
を
増
や
す
行
為
が
い
つ
ま
で
も
続
く
と
い
う
こ
と
は
実
際
上

あ
ま
り
考
え
ら
れ
ず
、
現
実
に
は
、
そ
の
過
半
が
ユ
ー
口
円
市
場

か
ら
日
本
の
国
内
市
場
に
国
内
に
お
け
る
支
出
に
充
て
ら
れ
る
た

め
に
漏
出
す
る
か
ら
で
あ
る
。
婁
言
す
れ
ぱ
、
い
く
つ
か
の
分
析

結
果
よ
り
判
断
し
て
、
「
ユ
ー
口
市
場
の
信
用
乗
数
の
大
き
さ
は
、

あ
る
程
度
の
幅
を
も
っ
て
み
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
が
、
〃
7
を

大
き
く
上
回
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
実
際
上
、

ユ
ー
口
円
創
出
の
主
な
ル
ー
ト
は
、
①
及
び
②
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ユ
ー
口
円
創
出
ル
ー
ト
を
具
体
的
事
例
に
よ

っ
て
分
類
し
た
も
の
と
し
て
は
、
金
融
財
政
事
情
研
究
会
（
加
）

及
び
、
前
記
の
棟
近
（
二
）
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、

次
の
五
つ
の
ケ
ー
ス
を
列
挙
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
　
非
居
住
者
が
、
日
本
で
発
行
し
た
円
建
て
公
募
債
（
通
称
サ

　
ム
ラ
イ
・
ボ
ン
ド
）
の
資
金
を
円
預
金
の
ま
ま
で
海
外
、
す
な

　
わ
ち
、
ユ
ー
口
・
バ
ン
ク
に
保
有
す
る
ケ
ー
ス
。

②
　
非
居
佳
者
が
、
日
本
に
円
建
て
輸
出
を
し
て
受
け
取
っ
た
代

　
金
を
、
円
預
金
と
し
て
保
有
す
る
ケ
ー
ス
。

⑧
　
邦
銀
に
よ
る
円
建
て
対
外
貸
付
あ
る
い
は
ユ
ー
口
円
貸
付
の

　
資
金
が
、
円
預
金
の
ま
ま
で
海
外
に
と
ど
ま
る
ケ
ー
ス
。
円
建

　
て
対
外
貸
付
と
は
、
邦
銀
、
在
日
外
国
銀
行
、
生
命
・
損
害
保

　
険
会
社
が
、
非
居
住
者
に
対
し
て
行
う
円
建
て
の
貸
付
で
あ
り
、

　
ユ
ー
口
円
貸
付
は
、
邦
銀
の
海
外
支
店
・
外
国
銀
行
が
、
居
住

　
者
・
非
居
住
者
に
対
し
て
行
う
円
建
て
の
貸
付
で
あ
る
。

④
　
非
居
住
者
に
よ
る
対
日
証
券
投
資
に
よ
る
元
金
・
利
息
が
原

　
資
と
な
る
ケ
ー
ス
。
日
本
の
株
式
、
債
券
の
売
却
代
金
に
よ
っ

　
て
得
た
費
金
が
円
預
金
で
保
有
さ
れ
る
ケ
ー
ス
。

⑤
　
外
貨
を
対
価
に
外
国
為
替
市
場
で
円
を
買
持
ち
す
る
ケ
ー
ス
。

　
海
外
の
銀
行
が
顧
客
か
ら
外
貨
を
受
け
取
り
、
こ
れ
を
外
国
為

　
替
市
場
で
売
却
し
て
円
に
転
換
す
る
ア
ウ
ト
ラ
イ
ト
ま
た
は
ス

　
ワ
ッ
プ
取
引
を
伴
っ
て
発
生
す
る
も
の
。

　
以
上
の
五
つ
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
金
融
財

政
事
情
研
究
会
（
四
）
等
は
、
⑤
の
ル
ー
ト
に
よ
る
創
出
が
多
い

と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
示
唆
す
る
数
値
は
明
ら
か
に
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さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
上
記
の
①
～
⑤
の
具
体
的
な
事

例
を
そ
の
行
動
主
体
に
注
目
し
て
み
る
と
、
①
～
④
の
ケ
i
ス
は

外
国
企
業
等
の
非
居
住
者
に
よ
る
円
資
産
保
有
行
動
を
反
映
し
た

も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
非
居
住
者
の
円
資
産
保
有
意
欲
の

程
度
は
、
こ
れ
を
具
体
化
さ
せ
る
た
め
の
ユ
ー
口
円
資
産
運
用
の

た
め
の
市
場
の
発
展
の
程
度
に
依
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
⑤
に
示
さ
れ
た
ル
ー
ト
は
、
外
国
為
替
銀
行
の
行
動
で

あ
る
。

　
先
の
、
理
論
的
な
視
点
か
ら
分
類
し
た
場
合
に
お
い
て
、
外
貨

が
円
に
転
換
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
具
ー
口
円
が
創
出
さ
れ
る
ル

ー
ト
は
重
要
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
併
わ
せ
て

考
え
る
と
、
具
体
的
な
数
値
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
ユ
ー
口
円

の
最
も
重
要
な
創
出
ル
ー
ト
は
外
貨
の
円
転
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ユ
ー
口
円
と
い
う
円
資
産
に

対
す
る
需
要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
ユ
ー
口
円
市
場
が
形
成
さ

れ
た
と
判
断
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
で
は
な

ぜ
、
ユ
ー
口
円
に
対
す
る
需
要
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
　
非

居
住
者
の
保
有
す
る
ユ
ー
口
円
は
円
資
産
保
有
の
一
都
で
し
か
な

く
、
非
居
住
者
の
円
資
産
保
有
の
な
か
に
は
、
日
本
国
内
の
円
資

産
（
国
償
、
株
式
、
公
社
償
）
が
含
ま
れ
る
。
従
っ
て
、
非
居
住

者
が
円
資
産
を
日
本
国
外
（
ユ
ー
口
・
パ
ン
ク
）
に
保
有
す
る
理

由
が
解
明
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
こ

の
間
題
を
考
え
る
手
掛
か
り
と
し
て
、
ユ
ー
口
円
市
場
拡
大
に
関

す
る
い
く
つ
か
の
議
論
を
概
観
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
一
章
　
ユ
ー
口
円
市
場
の
拡
大

　
ユ
ー
回
円
取
引
の
拡
大
に
関
し
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
考
え

ら
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
居
住
者
及
ぴ
非
居
住
者
に
対
す
る
通
貨

当
局
の
規
制
の
程
度
で
あ
ろ
う
。
規
制
の
存
在
は
、
ユ
ー
口
円
市

場
拡
大
に
重
要
な
影
響
を
及
ぽ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に

関
し
て
、
昭
和
五
九
年
五
月
の
「
日
米
・
円
ド
ル
委
員
会
（
こ
れ

は
、
通
称
で
あ
っ
て
正
式
名
称
は
、
「
日
米
共
同
（
大
蔵
省
・
財

務
省
）
円
・
ド
ル
・
レ
ー
ト
、
金
融
・
資
本
市
場
問
題
特
別
会
合

作
業
部
会
」
で
あ
る
。
）
の
合
意
（
八
）
L
を
通
じ
て
、
ユ
ー
口
円

取
引
に
対
す
る
規
制
緩
和
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
、
こ
の
時
期
以

降
、
ユ
ー
口
円
取
引
の
自
由
化
が
段
階
的
に
で
は
あ
る
が
実
施
さ

れ
て
き
た
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
貝
塚
啓
明
（
二
）
は
、
日

米
・
円
ド
ル
委
員
会
に
お
け
る
最
も
重
要
な
結
果
は
ユ
ー
口
円
市

場
の
自
由
化
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

　
一
連
の
ユ
ー
口
円
取
引
に
対
す
る
自
由
化
措
置
が
ユ
ー
口
円
市
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（123）　ユー回円市場の展開と間題、点

場
の
拡
大
と
結
ぴ
つ
く
と
い
う
判
断
に
対
し
て
は
、
し
か
し
な
が

ら
有
カ
な
反
論
が
あ
る
。
第
一
の
議
論
と
し
て
、
堀
内
（
一
〇
）

は
、
ユ
ー
口
円
取
引
の
自
由
化
の
取
引
拡
大
に
対
す
る
効
某
に
関

し
て
強
い
疑
い
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
ユ
ー
口
円
取
引
が
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
る
と
し
て

も
、
円
転
規
制
（
直
物
為
替
売
持
限
度
規
制
）
の
撤
廃
の
下
で
は
、

人
々
は
、
実
質
上
、
円
建
て
の
取
引
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
堀
内
に
従
え
ば
、
企
業
が
ユ
ー
口
・
ド
ル
市
場

で
「
短
期
の
ド
ル
借
り
入
れ
」
を
行
い
、
直
物
為
替
市
場
に
お
い

て
ド
ル
売
り
円
買
い
を
す
る
と
と
も
に
、
先
物
為
替
市
場
に
お
い

て
ド
ル
買
い
円
売
り
の
ス
ワ
ヅ
プ
取
引
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

実
質
的
に
「
円
建
て
の
短
期
借
り
入
れ
」
を
行
う
こ
と
に
な
る
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
こ
の
よ
う
な
実
質
円
建
て

の
取
引
が
ど
の
、
程
度
行
わ
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
堀
内
自
身
も
述
ぺ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
よ

う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
妥
当
す
る
と
し
て
も
、
実
際
上
の
取
引
に
関

し
て
は
、
直
物
お
よ
ぴ
先
物
為
替
の
売
買
手
数
料
、
あ
る
い
は
内

外
市
場
に
お
け
る
金
融
取
引
費
用
の
存
在
が
充
分
に
考
慮
さ
れ
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ユ
ー
口
円
取
引
に
対
す
る
規
制
緩
和

－
措
置
は
1
取
引
費
用
を
引
き
下
げ
る
こ
と
と
伺
様
の
効
果
が
あ
る
と

思
わ
れ
、
こ
の
意
味
で
、
ユ
ー
口
円
市
場
拡
大
に
充
分
寄
与
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
規
制
緩
和
を
ユ
ー
口
円
市
場
拡
大
の
要
因
と
す
る
議
論
に
反
論

す
る
第
二
の
議
論
は
、
棟
近
み
ど
り
（
一
一
）
の
も
の
で
あ
る
。

棟
近
は
、
堀
内
（
一
〇
）
に
よ
っ
て
議
論
さ
れ
た
「
実
質
的
に
円

建
て
取
引
」
が
可
能
と
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
依
拠
し
な
が
ら
も
、

堀
内
で
は
全
く
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
部
分
に
着
目
し
て
、
ユ
ー
口

円
取
引
の
拡
犬
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
棟
近
は
、
先

物
為
替
市
場
の
代
替
機
能
を
果
た
す
形
で
、
ユ
ー
口
円
市
場
は
拡

大
し
て
き
た
と
い
う
視
点
か
ら
ユ
ー
口
円
取
引
拡
大
の
積
極
的
な

理
由
付
け
を
行
う
議
論
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
棟
近
に
よ
っ
て

展
開
さ
れ
た
議
論
は
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
ユ
ー
口
円
取
引
の
増
大
は
、
昭
和
四
八
年
の
変
動
相
場
制
度
移

行
後
の
為
替
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
の
ヘ
ヅ
ジ
取
引
、
そ
し
て
、
そ

の
結
果
と
し
て
の
外
国
為
替
取
引
高
の
飛
躍
的
増
加
と
密
接
に
か

か
わ
っ
て
い
る
と
す
る
。
為
替
レ
ー
ト
の
乱
高
下
及
び
為
替
取
引

高
の
急
増
と
か
ら
円
に
関
す
る
ヘ
ヅ
ジ
取
引
の
需
要
が
増
加
し
た
。

一
方
、
為
替
レ
ー
ト
の
乱
高
下
が
生
じ
る
と
、
先
物
為
替
レ
ー
ト

と
そ
れ
に
対
応
す
る
将
来
日
の
直
物
為
替
レ
ー
ト
と
の
差
が
広
が

る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
為
替
リ
ス
ク
の
増
大
と
な
っ
て
く
る
。
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一橋論叢　第99巻　第6号　（124）

先
物
為
替
市
場
に
お
け
る
ヘ
ツ
ジ
・
コ
ス
ト
を
そ
の
売
買
幅
σ
己

－
豊
吋
｛
屋
邑
㎝
で
測
る
と
す
る
と
ヘ
ヅ
ジ
・
コ
ス
ト
の
上
昇
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
て
、
貿
易
業
者
が
、
銀
行
と
の
間
で
先
物

為
替
の
売
買
を
行
う
こ
と
に
よ
り
為
替
リ
ス
ク
の
回
避
を
目
的
と

す
る
ヘ
ヅ
ジ
取
引
を
す
る
場
合
に
、
銀
行
は
、
①
全
く
逆
方
向
の

貿
易
業
者
と
の
取
引
、
②
イ
ン
タ
ー
・
バ
ン
ク
市
場
で
の
ス
ワ
ヅ

プ
取
引
及
ぴ
⑧
ユ
ー
口
・
カ
レ
ン
シ
ー
市
場
を
通
じ
た
金
利
裁
定

取
引
に
よ
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ユ
ー
口
・
カ
レ

ン
シ
ー
市
場
間
セ
ほ
ぼ
金
利
平
価
が
成
立
し
て
い
て
も
、
個
々
の

げ
巨
－
塞
庁
冨
註
を
考
慮
し
た
個
別
取
引
で
は
金
利
裁
定
取
引
の

余
地
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
ユ
ー
口
円
市
場
と
直
物
為
替
市
場

を
通
じ
た
金
利
裁
定
取
引
」
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
顧

客
（
貿
易
業
者
）
が
銀
行
に
対
し
て
、
例
え
ば
、
九
〇
日
先
物
の

円
の
購
入
を
希
望
し
た
と
す
る
。
銀
行
は
、
ユ
ー
口
・
ダ
ヲ
ー
を

借
り
入
れ
こ
れ
を
直
物
為
替
市
場
で
円
に
交
換
し
（
ド
ル
の
円

転
）
、
ユ
ー
口
円
預
金
の
形
で
九
〇
日
運
用
す
る
。
同
時
に
、
顧

客
に
九
〇
日
先
物
の
円
を
売
る
。
そ
し
て
、
九
〇
日
後
、
ユ
ー
回

円
預
金
を
銀
行
の
円
の
先
物
売
り
に
充
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

円
の
先
物
為
替
の
売
買
レ
ー
ト
幅
が
、
昭
和
五
三
年
以
降
上
昇
傾

向
を
示
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
、
先
物
為
替
市
場
で
へ

ッ
ジ
取
引
を
行
う
よ
り
も
、
ユ
ー
口
円
市
場
と
直
物
為
替
市
場
を

通
じ
た
金
利
裁
定
取
引
の
方
が
コ
ス
ト
面
か
ら
有
利
で
あ
る
と
判

断
さ
れ
る
な
ら
、
ユ
ー
口
円
取
引
は
先
物
為
替
市
場
を
通
じ
た
ヘ

ヅ
ジ
取
引
の
代
替
手
段
と
し
て
増
大
し
た
と
い
う
見
方
も
で
き
る

こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
棟
近
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
議
論
に

対
し
て
は
次
の
よ
う
な
疑
問
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
ユ
ー
口
円
市
場
と
直
物
為
替
市
場
を
通
じ
た
金
利
裁
定
取
引
」

が
成
り
立
つ
と
し
て
も
、
銀
行
は
借
り
入
れ
た
ユ
ー
口
・
ダ
ラ
ー

を
直
物
為
替
市
場
に
お
い
て
円
に
転
換
し
た
後
、
ユ
ー
口
円
預
金

で
運
用
す
る
代
わ
り
に
、
日
本
国
内
の
「
現
先
市
場
」
に
お
い
て

運
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な

ぜ
銀
行
は
ユ
ー
口
円
預
金
で
の
運
用
を
選
ぶ
の
か
と
い
う
点
で
あ

る
。
河
合
正
弘
（
三
）
等
は
、
昭
和
五
四
年
五
月
に
非
居
住
者
に

よ
る
現
先
取
引
が
解
禁
さ
れ
、
短
期
資
金
流
入
規
制
が
ほ
ぽ
撤
廃

さ
れ
た
結
果
、
「
現
先
・
ユ
ー
ロ
ダ
ラ
ー
裁
定
取
引
」
は
自
由
と

な
ウ
た
が
、
実
証
的
な
分
析
結
果
で
は
、
昭
和
五
五
年
九
月
以
降
、

カ
バ
ー
付
き
金
利
平
価
説
を
棄
却
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
結
論

　
　
＾
5
〕

し
て
い
る
。
ま
た
、
幸
村
千
佳
良
（
五
）
も
、
日
本
の
現
先
市
場

と
ユ
ー
口
・
ダ
一
7
1
市
場
と
の
間
に
お
け
る
金
利
平
価
の
適
合
性
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（125） ユー回円市場の展開と問題点

に
関
す
る
実
証
分
析
を
行
っ
た
な
か
で
、
新
し
い
外
国
為
替
お
よ

ぴ
外
国
貿
易
管
理
法
（
新
外
為
法
）
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
五
五
年

二
一
月
以
降
の
時
期
、
金
利
平
価
は
一
層
適
合
し
て
い
る
と
述
べ

　
（
6
）

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
現
先
・
ユ
ー
ロ
ダ
ヲ
ー
裁
定
取
引
」
が
か
な
り

以
前
か
ら
自
由
に
な
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

棟
近
の
議
論
で
は
ユ
ー
口
円
預
金
の
形
で
の
運
用
が
選
ぱ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
間
題
は
こ
の
選
択
理
由
が
は
っ
き
り
し
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る
。
「
現
先
」
で
運
用
よ
り
も
、
「
ユ
ー
口
円
」
で

運
用
す
る
方
が
有
利
と
な
る
理
由
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
直
観
的
な
答
え
と
し
て
は
、
①
居
住
者
・
非
居

住
者
の
ユ
ー
口
円
資
産
保
有
に
対
す
る
規
制
の
程
度
、
及
び
②
日

本
国
内
の
金
融
市
場
の
発
展
の
程
度
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、
次
章
で
は
、
属
住
者
・
非
居
住
者
の

ユ
ー
口
円
取
引
に
対
す
る
規
制
の
程
度
に
注
目
し
て
み
る
こ
と
に

す
る
。
　
　
　
　
■

　
　
　
第
一
一
一
章
　
ユ
ー
口
円
取
引
に
対
す
る
規
制
の
緩
和

　
（
ユ
ー
口
円
債
の
発
行
）

　
居
住
者
に
よ
る
ユ
ー
口
円
償
の
発
行
に
関
し
て
は
、
昭
和
五
九

年
四
月
に
そ
の
適
債
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

内
容
は
日
本
国
内
で
無
担
保
社
債
を
発
行
で
き
る
企
業
に
起
債
を

限
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
ユ
ー
口
円
債
の
利
子
に

対
し
て
源
泉
税
を
課
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
居
住
者
に

よ
る
起
債
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
一
年
後
の
昭
和
六
〇
年
四
月
、

非
居
住
者
の
取
得
す
る
居
住
者
ユ
ー
口
円
償
の
利
子
に
対
し
て
は

非
課
税
に
す
る
と
い
う
源
泉
税
の
撤
廃
に
よ
っ
て
、
．
漸
く
、
発
行

が
実
現
す
る
。
さ
ら
に
、
同
年
七
月
及
ぴ
一
〇
月
に
、
適
債
基
準

の
緩
和
が
な
さ
れ
、
昭
和
六
一
年
四
月
に
は
、
商
品
の
多
様
化

（
変
動
利
付
き
債
、
カ
レ
ン
シ
ー
・
コ
ン
バ
ー
ジ
目
ン
償
の
発
行

自
由
化
）
と
ユ
ー
口
円
債
の
還
流
制
隈
期
間
の
短
縮
が
実
施
さ
れ

る
。
昭
和
六
二
年
二
月
に
は
、
居
住
者
ユ
ー
口
円
償
の
適
償
基
準

が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
非
居
住
者
に
よ
る
ユ
ー
口
円
市
場
に
お
け
る

円
建
て
債
の
発
行
は
、
昭
和
五
二
年
四
月
に
欧
州
投
資
銀
行
に
対

し
て
最
初
の
発
行
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本

政
府
は
外
国
為
替
管
理
法
に
よ
っ
て
非
居
住
者
に
対
し
て
も
円
建

て
に
よ
る
債
券
の
発
行
を
制
限
し
て
い
た
。
そ
の
根
拠
と
な
る
概

念
は
「
通
貨
主
権
」
圭
言
う
も
の
で
、
円
通
貨
の
主
権
国
は
日
本

で
あ
っ
て
日
本
政
府
の
了
解
な
し
に
は
非
居
住
者
で
あ
っ
て
も
円
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建
て
で
債
券
を
発
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
制
度
で
あ
る
。

や
が
て
、
「
日
米
・
円
ド
ル
委
員
会
合
意
」
に
よ
り
発
行
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
大
幅
な
緩
和
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
、
①
発
行
者
資
格
の

緩
和
②
適
債
基
準
の
緩
和
③
量
的
規
制
の
撤
廃
が
は
か
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
非
居
住
者
ユ
ー
口
円
債
の
発
行
は
急
増
す
る
こ
と
に

な
る
（
昭
和
五
九
年
中
の
起
償
実
績
は
、
ニ
ニ
件
で
、
前
年
の
七

〇
〇
億
円
か
ら
二
、
二
七
〇
億
円
に
激
増
し
て
い
る
。
）
。
さ
ら
に
、

昭
和
六
〇
年
四
月
に
お
け
る
適
債
基
準
の
緩
和
、
六
月
の
商
品
多

様
化
（
変
動
利
付
き
債
、
ゼ
ロ
・
ク
ー
ポ
ン
債
、
デ
ュ
ア
ル
・
カ

レ
ン
シ
ー
償
、
カ
レ
ン
シ
ー
・
コ
ン
バ
ー
ジ
目
ン
債
、
デ
ィ
ー

プ
・
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
債
）
措
置
に
よ
っ
て
、
新
規
発
行
額
は
、

一
四
、
四
五
七
億
円
（
六
六
件
）
へ
と
、
著
し
い
増
加
を
示
し
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
昭
和
六
一
年
四
月
の
、
①
民
間
債
の
適
債

基
準
を
全
面
的
に
格
付
制
度
に
移
行
さ
せ
、
②
適
償
基
準
を
緩
和

し
、
③
格
付
機
関
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
（
従
来
か
ら
適
楕

格
付
機
関
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
ム
ー
デ
ィ
ー

ズ
・
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
ズ
社
及
び
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ア
ン
ド
・
プ
ー
ア

ー
ズ
社
に
加
え
て
、
日
本
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
ズ
・
サ
ー
ビ
ス
、
日
本

格
付
研
究
所
、
日
本
公
社
債
研
究
所
が
適
格
楕
付
機
関
と
し
て
認

。
め
ら
れ
た
。
）
、
薪
規
発
行
額
は
一
層
の
飛
躍
的
増
加
を
み
せ
た
の

で
あ
る
（
昭
和
六
一
年
中
の
起
債
実
績
は
、
一
四
一
件
で
、
二
五
、

五
一
五
億
円
で
あ
っ
た
。
）
。
ま
た
、
昭
和
六
一
年
六
月
に
は
、
外

国
銀
行
の
ユ
ー
口
円
債
発
行
が
解
禁
さ
れ
て
い
る
。

　
（
ユ
ー
口
円
貸
付
）

　
ユ
ー
口
円
貸
付
は
、
昭
和
五
八
年
六
月
に
、
非
居
住
者
に
対
す

る
一
年
以
内
の
短
期
貸
付
が
自
由
化
さ
れ
た
後
、
昭
和
五
九
年
六

月
に
居
住
者
に
対
す
る
短
期
貸
付
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
自

由
化
が
も
た
ら
す
重
要
な
影
響
と
し
て
、
国
内
の
伝
統
的
な
銀
行

貸
付
方
式
の
変
化
と
い
う
点
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
船

橋
（
九
）
等
に
よ
れ
ぱ
、
日
本
に
お
け
る
伝
統
的
な
銀
行
貸
付
で

は
、
借
り
手
が
貸
付
の
一
都
を
預
金
（
“
拘
東
預
金
）
と
し
て
そ

の
ま
ま
残
す
こ
と
を
含
む
”
実
効
金
利
方
式
。
と
呼
べ
る
方
式
が

採
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ユ
ー
口
円
貸
付
は
、
ユ
ー
口

円
貸
付
金
利
1
－
。
ユ
ー
口
円
金
利
十
ス
プ
レ
ッ
ド
（
利
ざ
や
）
と
い

う
”
ス
プ
レ
ッ
ド
方
式
。
に
よ
っ
て
貸
付
が
な
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
貸
付
方
式
の
修
正
が
迫
ら
れ
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
ユ
ー
口
円

貸
付
の
自
由
化
は
資
金
調
達
コ
ス
ト
を
反
映
す
る
市
場
金
利
に
連

動
し
た
貸
出
金
利
を
導
入
さ
せ
る
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
実
際
の
ユ
ー
口
円
貸
付
残
高
は
、
そ
れ
ほ
ど

伸
ぴ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
（
居
住
者
向
け
ユ
ー
口
円
貸
付
残
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高
は
、
昭
和
六
一
年
二
一
月
末
で
、
一
〇
、
七
〇
五
億
円
で
あ

る
。
）
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
船
橋
（
九
）
は
、
①
日
本
の
短
期
金

利
は
実
効
金
利
に
直
し
て
も
ま
だ
安
く
、
ユ
ー
口
円
貸
付
金
利
の

ほ
う
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
②
借
り
手
の
企
業
と
し
て
は
、
短
期

貸
付
を
隈
界
的
な
資
金
調
達
手
段
と
み
な
し
て
い
る
か
ら
で
は
な

い
か
、
と
述
べ
て
い
る
。

　
な
お
、
非
居
住
者
向
け
の
中
長
期
ユ
ー
口
円
貸
付
は
、
昭
和
六

〇
年
四
月
に
自
由
化
さ
れ
て
い
る
。

　
（
ユ
ー
口
円
C
D
）

　
ユ
ー
口
円
資
金
の
調
達
手
段
と
な
る
ユ
ー
口
円
C
D
の
銀
行
に

よ
る
発
行
は
、
昭
和
五
九
年
二
一
月
に
謝
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
期
間
は
六
力
月
以
内
で
あ
り
、
日
本
国
内
に
お
け
る
販
売
は

禁
止
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
六
一
年
四
月

に
は
、
最
長
発
行
期
間
は
六
カ
月
か
ら
一
年
へ
と
延
長
さ
れ
て
い

る
。
ユ
ー
口
円
C
D
の
発
行
残
高
は
、
昭
和
六
二
年
四
月
末
で
六

二
九
億
円
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
発
行
実
績
は
合
計
で
六
、
〇
二

八
億
円
で
あ
る
。

　
以
上
、
（
ユ
ー
口
円
債
）
、
（
ユ
ー
口
円
貸
付
）
、
（
ユ
ー
口
円
C

D
）
に
つ
い
て
そ
の
規
制
緩
和
措
置
の
経
緯
を
観
て
き
た
わ
け
で

あ
る
が
、
「
日
米
・
円
ド
ル
委
員
会
合
意
」
以
降
、
そ
の
法
的
な

側
面
で
の
自
由
化
措
置
が
急
テ
ン
ポ
で
進
展
し
て
き
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
導
か
れ
た
こ
と
は
、
ユ
ー
口
円
取
引
の

増
大
を
説
明
す
る
璽
要
な
要
因
と
し
て
ユ
ー
口
円
取
引
に
対
す
る

規
制
緩
和
措
置
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
措
置
に

よ
る
効
果
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
笑
証
分
析
に
よ

り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ユ
ー
口
・
ダ
ラ
ー
市
場
と
ユ
ー
口
円
市
場
と
の
間
に
お
け
る
金
利

裁
定
取
引
費
用
の
大
き
さ
と
、
ユ
ー
口
・
ダ
ヲ
ー
市
場
と
現
先
市

場
と
の
間
に
お
け
る
金
利
裁
定
取
引
費
用
の
大
き
さ
を
実
証
的
に

検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
ユ
ー
口
円
取
引
に
対
す
る
一
連
の
自
由
化

措
置
が
取
引
費
用
を
ど
の
程
度
低
下
さ
せ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
、
ユ
ー
口
円
市
場
の
拡
大
説
明
に
関
す
る
一
つ
の
キ
ー

と
な
る
論
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
の
「
補
論
」
で
は
そ

の
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
峯
．
甲
軍
彗
蜆
昌
（
十
三
）
に
倣
っ

た
簡
便
な
手
法
を
用
い
て
行
っ
た
実
証
分
析
の
内
容
と
推
定
結
果

を
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
．

「
補
論
一
ユ
ー
口
円
と
ユ
ー
口
・
ダ
ラ
ー
と
の
間
に
お
け
る
裁
定

　
　
　
　
敢
引
費
用
の
大
き
さ
と
そ
の
変
化
に
つ
い
て
の
実
証
分

　
　
　
　
析
」
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居
住
者
及
ぴ
非
居
住
者
の
ユ
ー
口
円
敢
引
に
対
す
る
一
連
の
規

制
緩
和
措
置
に
よ
る
効
果
は
、
．
ユ
ー
口
円
市
場
と
ユ
ー
口
・
ダ

ラ
ー
市
場
と
の
間
に
お
け
る
金
利
裁
定
取
引
費
用
の
大
き
さ
」
に

反
映
さ
れ
て
い
る
と
仮
定
し
て
、
そ
の
費
用
の
大
き
さ
と
変
化
の

程
度
を
実
証
的
に
検
証
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
「
裁
定
取
引
費
用
の
大
き
さ
」
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す

る
の
か
と
い
う
問
魑
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
つ
の
試
み
と

し
て
、
老
．
声
卑
竃
叩
昌
（
二
二
）
の
測
定
方
法
に
従
っ
て
推

定
作
業
を
行
う
こ
と
に
す
る
。
軍
弩
ω
g
の
方
法
と
は
、
内
外

の
金
融
資
産
市
場
間
に
お
い
て
常
に
金
利
裁
定
取
引
が
生
じ
て
い

る
こ
と
を
想
定
し
て
、
実
際
に
観
察
さ
れ
る
両
市
場
間
金
利
差
と

為
替
先
物
プ
レ
ミ
ア
ム
と
の
関
係
か
ら
取
引
費
用
の
大
き
さ
を
推

計
す
る
方
法
で
あ
る
。
取
引
費
用
は
、
次
式
の
よ
う
に
定
式
化
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
H
ミ

　
　
§
1
1
1
】
一
ま
ー
（
詠
－
詠
、
）
一

　
　
　
　
ミ
＾
1
－
一

こ
こ
で
、
ド
？
平
均
的
な
裁
定
取
引
費
用
の
大
き
さ

ミ
一
サ
ン
プ
ル
数

ミ
一
為
替
先
物
プ
レ
ミ
ア
ム
…
（
先
物
為
替
レ
ー
ト
ー
直
物
為
替

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ー
ト
）
／
直
物
為
替
レ
ー
ト

纂
ー
ミ
一
内
外
市
場
金
利
差

す
な
わ
ち
、
卑
竃
㎝
冒
は
、
為
替
先
物
プ
レ
ミ
ア
ム
（
ミ
）
と

内
外
金
利
差
（
ま
一
き
．
）
と
の
乖
離
幅
の
絶
対
値
の
平
均
は
、
裁
一

定
敢
引
費
用
の
平
均
値
（
s
Q
）
に
等
し
い
と
看
倣
す
の
で
あ
る
。

　
卑
彗
ω
昌
の
方
法
に
従
っ
て
裁
定
取
引
費
用
の
大
き
さ
を
推

定
す
る
こ
と
に
す
る
が
、
ま
ず
、
「
ユ
ー
口
円
市
場
と
ユ
ー
口
・

ダ
ラ
ー
市
場
」
及
ぴ
「
現
先
市
場
と
ユ
ー
口
・
ダ
ラ
ー
市
場
」
に

お
い
て
裁
定
取
引
が
成
立
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
実
際
の
デ
ー
タ

を
用
い
て
検
証
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
推
定
の
呉
体
的
な
回
帰

式
は
、

　
　
ミ
”
員
十
b
（
詠
ー
き
、
）
十
ミ
　
　
　
　
　
　
　
．

こ
こ
で
、
ま
一
為
替
先
物
プ
レ
ミ
ア
ム

ミ
一
ユ
ー
口
円
金
利
ま
た
は
現
先
レ
ー
ト

ミ
一
ユ
ー
口
一
ダ
ラ
ー
金
利

ミ
一
誤
差
項

で
あ
る
。
金
利
裁
定
が
自
由
に
行
わ
れ
利
潤
機
会
が
常
に
解
消
し

て
い
る
状
態
で
は
、
（
内
外
）
金
利
差
の
回
帰
係
数
β
は
一
に
等

し
く
な
る
は
ず
で
あ
り
、
定
数
項
α
は
O
の
は
ず
で
あ
る
。
推
定

の
結
果
は
、
表
1
に
要
約
し
た
形
で
示
し
た
。
実
際
に
用
い
た
デ

ー
タ
は
表
の
（
注
）
に
お
い
て
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
表
1
の

…
と
②
に
示
し
た
推
定
結
果
か
ら
判
断
で
き
る
こ
と
を
い
く
つ
か

852



（129）　ユー回円市場の展開と問題点

　　　　　　　　表1金利平価式の回帰式による推定結果

11工（ユー口円金利一ユー口・ダラー金利：両金利ともbid　rate）、で

　　（為替先物プレミアム）を回帰したケース
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取
り
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
回
帰
式
全
体
の
あ
て
は
ま
り
具
合
い
を
自
由
度
修
正
済

決
定
係
数
（
殉
）
か
ら
判
断
す
る
と
、
金
利
と
し
て
ユ
ー
口
円
金

利
と
二
ー
口
・
ダ
ラ
ー
金
利
（
と
も
に
、
σ
己
§
箒
）
を
用
い
た
回

帰
式
の
ほ
う
（
表
1
の
ω
）
が
、
現
先
レ
ー
ト
と
ユ
ー
口
・
ダ
ラ

ー
金
利
を
用
い
た
ほ
う
（
表
1
の
②
）
よ
り
も
良
好
な
結
果
を
提

出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
表
1
の
ω
と
②
の
推
定

結
果
に
共
通
し
て
観
察
さ
れ
る
点
は
、
昭
和
五
九
年
五
月
か
ら
昭

和
六
二
年
一
一
月
の
期
間
を
推
定
し
た
場
合
、
曳
が
と
も
に
極

端
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
悪
化
が
例
に
よ
る
も
の

か
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
現
先
レ
ー
ト
、
ユ
ー
口
・
ダ

ラ
ー
金
利
及
び
ユ
ー
回
円
金
利
に
つ
い
て
、
そ
の
標
準
偏
差
を
計

算
し
各
推
定
期
間
毎
に
そ
の
大
き
さ
を
比
較
し
て
み
る
と
、
最
近

時
を
採
っ
た
場
合
ほ
ど
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ

た
の
に
対
し
て
、
直
物
及
ぴ
先
物
の
為
替
レ
ー
ト
の
そ
れ
は
拡
犬

す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
直
物
及

ぴ
先
物
の
為
替
レ
ー
ト
の
動
き
を
そ
の
変
動
係
数
（
1
－
標
準
偏
差

／
平
均
値
）
で
観
て
み
る
と
、
為
替
レ
ー
ト
の
ば
ら
つ
き
具
合
い

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
観
察
で
き
た
の
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、

昭
和
五
三
年
一
月
か
ら
昭
和
五
九
年
四
月
の
期
間
及
ぴ
昭
和
五
九

853



一橋論叢．第99巻　第6号　（130、

121（現先レートーユー口・ダラー金利：ユー口・ダラー金利として

　　0丘er岨te）で（為替先物プレミアム）を回帰したケース

~J ~] 78. 1 78. 1 80. 12 78. l 84. 5
 

-87. Il -80. 11 -87. Il -84. 4 -87. ll 

;~~ ll9 35 84 76 43 

* (%) -o. 2068 -o. 8230 O. 03 10 -O. 4818 - o. 0764 

t f~ =0. 910 - l. 323 O. 159 - 1. 547 - o. 162 

~~~{~~~~; (o. 2273) (o. 6220) (O. 1942) (O. 3112) (o. 4711) 

p
 

o. 9393 o. 8943 o. 9543 o. 9090 o. 9146 

t ll~ 21. 657 7. 598 25. 652 17. 911 
5
.
 
951 

(o. 0434) (O. 1177) (o. 0372) (o. 0508) (o . 1537) 

1~2 o. 7986 o. 6253 o. 8878 O. 8100 o. 4504 

D. W. l. 314 o. 473 2. 791 O. 471 2. 807 

年
五
月
か
ら
昭
和
六
二
年
一
一
月
の
期
間
で
計
算
し
て
み
た
時
、

直
物
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
係
数
は
、
八
・
三
一
四
％
か
ら
二
二
・

七
九
一
％
へ
と
拡
大
し
て
お
り
、
先
物
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
係
数

は
八
・
五
二
二
％
か
ら
二
二
・
七
一
二
％
へ
と
、
こ
れ
も
大
き
く

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
割
の
悪
化
は
直
物

及
び
先
物
の
為
替
レ
ー
ト
の
ぱ
ら
つ
き
具
合
い
（
く
o
－
箒
≡
身
）
の

拡
大
傾
向
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ま
た
、
表
中
に
は
示
さ
な
か
っ
た
が
、
各
回
帰
式
全
体
の
説
明

カ
の
度
合
老
判
断
す
る
F
検
定
量
の
値
は
、
ω
及
び
②
の
す
べ
て

の
各
回
帰
式
が
一
％
水
準
で
有
意
で
あ
っ
た
。

　
次
に
「
ユ
ー
口
円
市
場
と
ユ
ー
口
・
ダ
ラ
ー
市
場
」
で
金
利
裁

定
取
引
が
成
立
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
考
え
て
み
る
。
定
数
項
α

に
関
す
る
亡
値
に
注
目
し
て
み
る
と
、
表
1
の
ω
に
示
し
た
す
ぺ

て
の
回
帰
式
に
お
い
て
、
ミ
H
o
と
い
う
帰
無
仮
説
を
棄
却
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
（
内
外
）
金
利
差
の

回
帰
係
数
β
は
、
○
・
九
一
〇
三
か
ら
○
・
九
八
四
〇
と
い
う
範

囲
の
数
値
を
示
し
て
い
る
。

　
一
方
“
表
1
の
ω
に
示
し
た
「
現
先
市
場
と
二
ー
口
・
ダ
ラ
ー

市
場
」
に
つ
い
て
の
推
定
結
果
に
お
い
て
も
、
定
数
項
α
に
関
し

て
、
β
H
o
を
棄
却
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
内
外
金
利
差
の
回
帰
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表2　裁定取引費用の犬きさについての実証結果

　84．5

－87．11

（a）

　84．5

－87．11

　78．1

－84．4

期　　間

ユー口円とユー口・ダ

ラーの裁定取引費用

　年率（％）

　　平均値
　　標準偏差

現先とユー口・ダラー

の裁定取引費用

　　年率（％）（b）

　　平均値
　　標準偏差

　78．1

－80．11

0．4968

0．6078

1．6260

1．0216

　80．12

－87．11

O．2598

0．9266

O．3960

0．9124

（a）菱1の（里）参照。

（b〕　ユー口・ダラー金利とLてo丘er蝸teを用いたケーヌ

O．3834

1．2669

O．3892

1．2851

O．2957

0．4562

0．4801

1．2581

O．9148

0．9681

係
数
β
は
○
・
八
九
四
三
か
ら
O
・
九
五
四
三
と
い
う
範
囲
に
あ

る
o

　
以
上
の
結
果
か
ら
判
断
し
て
、
「
ユ
ー
口
円
市
場
と
ユ
ー
口
・

ダ
ラ
ー
市
場
」
及
ぴ
「
現
先
市
場
と
ユ
ー
口
・
ダ
ラ
ー
市
場
」
に

お
い
て
金
利
裁
定
取
引
が
成
立
し
て
い
る
と
想
定
す
る
こ
と
は
、

そ
れ
ほ
ど
非
現
実
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
先
に
説
明
し
た
串
彗
m
昌
の
定
義
に
従
っ
て
「
裁
定

取
引
費
用
の
大
き
さ
」
を
推
定
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
実
証
結

果
は
表
2
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
「
ユ
ー
口
円
市
場
と
ユ

ー
口
．
ダ
ラ
ー
市
場
」
と
の
間
に
お
け
る
裁
定
取
引
費
用
に
注
目

し
て
み
る
と
、
昭
和
五
五
年
一
二
月
を
分
岐
時
点
と
し
た
場
合
の

前
後
の
期
間
、
推
定
さ
れ
た
費
用
の
大
き
さ
は
、
年
率
○
・
四
九

六
八
％
か
ら
○
二
一
五
九
八
％
へ
と
低
下
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ユ
ー
口
円
取
引
に
対
す
る
規
制
緩
和
措
置
が
採

ら
れ
始
め
た
時
期
に
よ
っ
て
分
岐
し
た
前
後
で
の
費
用
．
の
大
き
さ

を
み
る
と
、
○
．
二
九
五
七
％
か
ら
O
・
三
八
九
二
％
に
上
昇
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
推
定
結
果
は
、
分
析
者
の
予
想
に
反

す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
三
年
一
月
か
ら
昭
和
五
五
年
一

一
月
ま
で
を
推
定
し
た
時
の
取
引
費
用
O
・
四
九
六
八
％
と
比
較

し
て
み
る
と
低
下
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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一
方
、
「
現
先
市
揚
と
ユ
ー
口
・
ダ
ラ
ー
市
場
」
と
の
間
の
裁

定
取
引
費
用
の
大
き
さ
は
、
新
外
為
法
の
施
行
及
ぴ
ユ
ー
口
円
取

引
の
規
制
緩
和
措
置
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一
．
六
二
六
〇
％

か
ら
○
二
二
九
六
〇
％
へ
と
、
ま
た
、
○
・
九
一
四
八
％
か
ら

○
・
四
八
〇
一
％
へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
た
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
「
ユ
ー
口
円
市
場
と
ユ
ー
口
．
ダ

ラ
ー
・
市
場
と
の
間
の
裁
定
取
引
費
用
」
を
、
「
現
先
市
場
と
ユ
ー

口
・
ダ
ヲ
ー
市
場
」
の
間
で
の
そ
れ
と
各
推
定
期
間
毎
に
比
較
し

て
み
る
と
、
す
べ
て
の
期
間
に
お
い
て
前
者
の
費
用
が
後
者
の
費

用
よ
り
も
小
さ
い
値
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

卑
弩
ω
昌
の
推
定
方
法
に
従
っ
て
裁
定
取
引
費
用
を
推
定
し
て

み
た
結
果
、
現
先
市
場
を
利
用
す
る
よ
り
も
ユ
ー
口
円
市
場
を
用

い
た
裁
定
取
引
の
費
用
の
方
が
小
さ
い
と
い
う
、
暫
定
的
結
論
を

得
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
関
係
は
、
新
外
為
法
の
施
行
及

ぴ
ユ
ー
口
円
取
引
の
規
制
緩
和
描
置
が
採
ら
れ
た
後
の
期
間
に
お

い
て
も
、
今
回
の
推
定
結
果
か
ら
判
断
す
る
限
り
に
お
い
て
成
立

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
（
注
）
　
実
証
分
析
に
用
い
た
デ
ー
タ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
デ
ー
タ
は

　
　
す
べ
て
月
次
の
値
で
あ
っ
て
、
昭
和
五
三
年
一
月
か
ら
昭
和
六
二
年

一
一
月
ま
で
の
期
間
を
分
析
対
象
と
し
て
い
る
。

直
物
為
替
レ
ー
ト
一
東
京
外
国
為
替
市
場
で
の
銀
行
間
為
替
レ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
円
■
ド
ル
。
丹
末
の
終
値
。

先
物
為
替
レ
ー
ト
一
東
京
外
国
為
替
市
場
で
の
三
ヵ
月
先
物
の
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
。
円
／
ド
ル
。
月
末
の
終
値
。

為
替
先
物
プ
レ
ミ
ア
ム
一
（
三
ヵ
月
先
物
レ
ー
ト
ー
直
物
レ
ー
ト
）
■

，
　
　
　
　
　
　
　
　
直
物
レ
ー
ト
X
四
〇
〇
　
年
率
、
％
。

現
先
レ
ー
ト
ニ
ニ
カ
月
物
。
月
末
の
値
。
年
率
。

ユ
ー
口
円
金
利
ニ
ニ
ヵ
月
物
二
ー
口
円
預
金
レ
ー
ト
。
月
末
。
取
り

　
　
　
　
　
　
　
手
レ
ー
ト
（
σ
δ
）
と
出
し
手
レ
ー
ト
（
O
由
昌
）
。

　
　
　
　
　
　
　
年
率
。

ユ
ー
回
・
ダ
ラ
ー
金
利
ニ
ニ
ヵ
月
物
二
ー
口
・
ダ
ラ
ー
預
金
レ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
末
。
取
り
手
レ
ー
ト
（
σ
さ
）
と
出
し

（
デ
ー
タ
の
山
μ
所
）

　
　
手
レ
ー
ト
（
o
思
『
）
。
年
率
。

公
社
債
引
受
協
会
「
公
社
債
月
報
」
各
号
。

東
京
銀
行
「
東
京
銀
行
月
報
」
各
号
。

目
本
銀
行
「
経
済
統
計
月
報
」
各
号
。

野
村
総
合
研
究
所
編
「
証
券
統
計
要
覧
」
各
年

版
。旨

o
晶
葭
自
o
自
胃
凹
自
身
H
；
g
、
、
老
實
巨
ヨ
、

星
■
o
サ
一
髪
胃
ぎ
誌
．
．
各
号
。

で
あ
る
。

　
ま
た
、
全
期
間
を
二
つ
の
期
間
に
分
岐
し
た
時
点
と
そ
の
理
由
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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（133）　ユー口円市場の展開と間題点

　
昭
和
五
五
年
＝
一
月
一
新
外
為
法
の
施
行
。

　
昭
和
五
九
年
　
五
月
一
ユ
ー
回
円
取
引
に
対
す
る
規
制
緩
和
措
置
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
採
ら
れ
始
ま
る
時
期
。

（
1
）
　
国
内
の
金
融
市
場
に
与
え
る
影
響
と
し
て
は
、
ユ
ー
回
・
ダ
ラ

　
ー
金
利
の
動
向
が
裁
定
取
引
を
通
じ
て
ユ
ー
口
円
金
利
に
反
映
し
、

　
そ
の
影
響
が
日
本
国
内
の
市
場
金
利
に
も
波
及
す
る
こ
と
が
考
え
ら

　
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
内
の
短
期
金
利
が
海
外
金
利
（
ユ
ー
口
・
ダ

　
ラ
ー
と
ユ
ー
口
円
の
金
利
）
か
ら
無
関
係
に
は
変
動
し
え
な
く
な
る

　
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
金
融
政
策
の
有
効
性
と
い
う
点
か
ら

　
は
・
鈴
木
淑
夫
（
七
）
等
に
よ
っ
て
、
国
内
銀
行
都
門
が
保
有
す
る

　
円
ぺ
ー
ス
・
マ
ネ
ー
の
支
払
い
準
備
が
ユ
ー
口
円
預
金
を
含
む
円
預

　
金
全
体
の
基
礎
で
あ
る
以
上
、
円
ぺ
ー
ス
・
マ
ネ
ー
の
唯
一
の
供
給

　
者
で
あ
る
目
本
銀
行
が
国
内
支
払
い
準
傭
市
場
の
金
利
を
コ
ン
ト
回

　
ー
ル
す
る
限
り
、
ユ
ー
口
円
を
含
む
円
建
て
短
期
金
利
全
般
を
決
定

　
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
議
諭
が
あ
る
。

（
2
）
　
榊
原
英
資
（
六
）
に
よ
れ
ぱ
、
「
ユ
ー
口
市
場
の
規
模
」
と
い

　
う
言
葉
を
使
う
場
合
、
一
般
に
は
、
ユ
ー
回
・
カ
レ
ン
シ
ー
市
場
の

　
み
を
考
え
、
規
模
を
測
る
尺
度
と
し
て
は
、
①
ユ
ー
口
預
金
残
高
、

②
ユ
ー
回
貸
付
残
高
、
③
そ
の
両
方
の
残
高
を
用
い
る
方
法
が
あ
る

　
け
れ
ど
も
、
「
ユ
ー
口
預
金
残
高
」
を
も
っ
て
ユ
ー
口
市
場
の
規
模

　
を
測
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
3
）
　
B
I
S
推
計
に
お
い
て
規
模
を
表
わ
す
言
葉
と
し
て
「
グ
回

　
ス
」
と
「
ネ
ッ
ト
」
が
あ
る
。
グ
ロ
ス
と
は
、
ユ
ー
回
・
バ
ン
ク
間

　
の
ユ
ー
口
預
金
取
引
を
含
め
た
ユ
ー
口
預
金
全
体
で
あ
り
、
ネ
ッ
ト

　
は
、
こ
の
銀
行
間
預
金
取
引
分
を
差
し
引
い
た
も
の
で
あ
る
。

（
4
）
　
ユ
ー
口
円
預
金
が
創
出
さ
れ
る
過
程
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
す

　
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
国
内
に
あ
る
円
預
金
が
海
外
に
移
さ
れ
る
、

　
す
な
わ
ち
、
ユ
ー
口
・
バ
ン
ク
に
振
り
替
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
を
考
え

　
て
み
る
。

　
①
日
本
の
国
内
銀
行
㈹
に
預
金
を
保
有
し
て
い
る
屠
住
者
が
、
当

　
　
分
こ
の
決
済
手
段
を
必
要
と
し
な
い
の
で
、
ユ
ー
口
・
バ
ン
ク
㈲

　
　
に
預
金
す
る
こ
と
に
し
て
、
口
座
か
ら
預
金
を
引
き
藩
と
し
て
ユ

　
　
ー
口
・
バ
ン
ク
㈲
に
振
り
込
む
よ
う
に
指
図
し
た
と
す
る
。

②
ユ
ー
回
・
バ
ン
ク
㈲
に
と
っ
て
円
は
目
本
国
内
で
使
う
以
外
に

　
　
当
て
は
な
い
か
ら
、
つ
ま
り
、
当
該
預
金
は
決
済
手
段
と
成
り
得

　
　
な
い
の
で
、
こ
れ
を
コ
ル
レ
ス
先
の
日
本
の
銀
行
の
口
座
で
も
つ

　
　
こ
と
に
す
る
。
こ
の
時
、
ユ
ー
口
・
バ
ン
ク
㈲
は
預
金
者
に
対
し

　
　
て
円
表
示
の
預
金
償
務
を
負
う
け
れ
ど
も
、
そ
の
代
わ
り
に
コ
、
ル

　
　
レ
ス
先
の
銀
行
に
決
済
手
段
と
し
て
の
円
預
金
（
コ
ル
レ
ス
円
勘

　
　
定
借
残
等
）
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
③
ユ
ー
口
・
バ
ン
ク
㈲
は
こ
の
預
金
を
元
に
し
て
、
例
だ
ぱ
、
欧

　
　
米
企
業
の
対
目
円
建
て
輸
入
に
対
す
る
工
ー
口
円
貸
付
等
の
運
用

　
　
を
行
う
の
で
あ
る
o

（
5
）
　
河
合
正
弘
（
三
）
は
、
第
九
章
に
お
い
て
、
現
先
レ
ー
ト
（
三

　
ヵ
月
物
公
社
債
現
先
利
回
り
、
月
末
値
）
と
ユ
ー
口
・
ダ
ラ
ー
・
レ

　
ー
ト
（
三
ヵ
月
物
ユ
ー
口
・
ダ
ラ
ー
預
金
レ
ー
ト
、
月
末
値
）
を
用

　
い
て
カ
パ
ー
付
き
金
利
平
個
説
を
笑
証
的
に
検
証
し
て
い
る
。
推
定

　
の
期
間
は
昭
和
四
八
年
六
月
か
ら
昭
和
五
九
年
＝
一
月
ま
で
で
あ
る
。
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河
合
は
こ
の
期
間
を
、
内
外
短
期
資
本
取
引
が
ほ
ぼ
自
由
化
さ
れ
た

　
も
の
と
判
断
で
き
る
昭
和
五
五
年
九
月
の
時
点
で
二
つ
の
期
間
に
分

　
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
に
お
け
る
カ
パ
ー
付
き
金
利
平
価
説
の
計
量

　
検
定
を
行
っ
て
い
る
。

（
6
）
　
幸
村
千
佳
良
（
五
）
は
、
第
八
章
に
お
い
て
、
目
々
の
デ
ー
タ

　
を
利
用
し
て
東
京
市
場
と
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
ユ
ー
回
市
場
と
の
間

　
で
の
金
利
平
価
の
適
合
性
を
検
証
す
る
と
と
も
に
金
利
裁
定
取
引
費

　
用
を
推
定
し
て
い
る
。
期
間
は
昭
和
五
四
年
一
月
か
ら
昭
和
五
八
年

　
＝
一
月
ま
で
で
あ
る
。
幸
村
は
、
こ
の
期
間
を
新
外
為
法
が
施
行
さ

　
れ
た
昭
和
五
五
年
二
一
月
に
よ
っ
て
前
後
二
期
間
に
分
け
、
先
物
ブ

　
レ
ミ
ア
ム
を
内
外
金
利
差
に
回
帰
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

　
の
期
間
に
お
け
る
金
利
乎
価
の
適
合
性
を
検
証
し
、
同
時
に
金
利
裁

　
定
取
引
費
用
を
推
計
し
て
い
る
。
推
定
の
緒
果
、
内
外
金
利
菱
の
回

　
帰
係
数
は
両
期
間
と
も
一
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
期

　
間
の
同
裁
定
取
引
費
用
を
、
オ
・
声
d
量
富
昌
（
十
三
）
の
方
法

　
に
倣
っ
て
計
算
し
、
前
期
に
お
け
る
取
引
費
周
の
平
均
値
は
年
率

　
O
・
九
四
五
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
期
の
そ
れ
は
○
・
二
八

　
三
％
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
う
た
と
結
論
し
て
い
る
。
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（135）　ユー口円市場の展開と問題点
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